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企業の完成は今日循環する企業サイクルの構築においてその模索を得るものである。これ

らはサーキュラーエコノミーにおいて企業がその完成された自己サイクルの形成において

永続する企業経営の構築を模索できると考える。 

 

これらは自動化と高い生産性と効率性を企業システムにおいて構築し、開発などの企業環

境とその運営システムを構築すること、また経営システムの形成、コーポレートガバナンス

やデータ解析環境の整備において、これら永続する企業環境の構築を実現できるものと考

える。 

 

これらは自動化という企業経営が与える企業の永続する健全な高い生産的なサイクルであ

り、これらはシステムの構築と企業の運営の永続性が企業経営において精査された優れた

システムと基準においてその完成を有するためなのである。 

 

これらは既存現実から、はるかに高い生産性と効率性における企業経営環境の育成をこれ

ら新たな企業サイクルにおいて実現するものであり、各部署の運営や新規製品開発、経営に

おいて、これらが固定化した循環する永続性を実現できるものである。 

 

これらはまたゼロエミッション、CSR という現実とともに、企業経営が永続する社会と世

界とともに、その自己の実現を永続とできるものなのである。 

 

これらは一つの完成された新たな企業システムへの転換を企業が可能とできることなので

ある。 

 

これらが大きな利益性とコストにおける優位性を実現できることは留意できるものである。 

 

これら企業の新たなシステマタイゼーションと基準は新たな企業の現実の創造を実現でき

るのである。 

 

これらは明らかに時代と未来における新しい企業基準がその変化とともに存在することを

意味するのである。 


